
　このたびの令和８年９月・台風２５号により尊い命を失われた皆様に、謹んで哀悼の意を表します。 また、ご遺族

の皆様に心よりお悔やみ申し上げます。被災されたすべての方々が一日も早く平穏な生活を取り戻されますことをお祈

り申し上げます。 

 

令和８年度３年生　 平和学習・修学旅行（９月２７日～２９日） 

 

 

 

　寺島中学校として初めて、平和学習を主軸に計画した修

学旅行として、長崎・佐賀に行ってまいりました。台風が

接近していたこともあり、天候が心配されましたが、幸い

活動中は、２日目の午後以外は傘をささずに過ごすことが

 でき、３日目の吉野ヶ里遺跡では青空も見られました。

 

東京を出発したときは曇り空でしたが、長崎

空港に到着した時点ではかなり強い雨が降っていました。

バスに乗り、昼食場所へ移動して、そこから平和公園を目指して歩きました。長崎のシンボル・平和

祈念像の前に着いたときにはまだ小雨が降っていましたが、セレモニーを開始するまでにはほとんど

 やんでくれました。

　平和宣言実行委員の皆さんが、長崎に来た意味を語り、声高らかに「寺島中学校平和宣言」を述べ

ました。その後、みんなで平和の祈りを込めてつくった千羽鶴を奉納し、厳かにセレモニーを終える

 ことができました。

　記念撮影の後、ガイドさんの説明に耳を傾けながら、平和

公園から原爆資料館へと歩みを進めました。資料館では、長

崎で起こったことを肌で感じながら、生徒たちは真剣に学習

していました。そして、今回の平和学習の締めくくりに、被

爆者の方の講話を聞きました。原爆投下から８１年目の今年、

原爆の体験をし、体験を語れる方が年々減少している中、大

 変貴重なお話を伺うことができました。

　夕食後は、星こそ見られ

ませんでしたが雨も降らず、「世界３大夜景」の一つと言われる、

 素晴らしい長崎の夜景を楽しむことができました。

 

修学旅行二日目は、班別に市内を見学する日でした。

事前に調べて立てた計画に基づき、グループの仲間と協力して１日
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班行動を行いました。第１グループの出発間際、土砂降りの

雨となりましたが、１０分程度で雨は弱まり、すべての班が

 出発し終えたころには、雨も上がりました。

　市内を走る路面電車に乗って、それぞれの見学先へ向かい、

長崎と日本の歴史を学ぶ機会になりました。あいにく、昼前

くらいから雨が降り出し、雨の中での班行動になりましたが、

最後までよく頑張りました。特に、班行動の最後に長崎駅前

からホテルまで、４５７段の急坂を上るのが大変で、それが

 生徒たちの一番の思い出にもなったようでした。

長崎を離れ、バスで佐賀県・吉野ヶ里

歴史公園に向かいました。社会科の教科書でおなじ

みの吉野ヶ里遺跡を見学しました。着いたときには

曇り空でしたが、次第に天候も回復し、久しぶりに

青空を見ることができました。公園は広大なスペー

スにあり、一部しか見ることができませんでしたが、

約２，５００年前に始まった弥生時代の人々の生活

 の一端を見ることができました。

 　この三日間、自ら平和な社会を築く決意を新たにした、楽しく学びの多い修学旅行となりました。

 

 

 

　９月１５日、後期生徒会本部役員を決める選挙が行われました。立会

演説会では会長候補に２名が立候補し、両候補とも力強い演説を行いま

した。役員候補には定数の立候補者が立ち、それぞれ学校をより良くし

たいという思いを語りました。選挙の結果、会長にはM.K.さんが選ばれ、

役員には全員が信任されました。 

　寺島中学校は現在、「生徒が『主語』になる学校づくり」を進めてい

ます。新生徒会本部の皆さんには、主体的に、より良い学校づくりをしてくれることを期待しています。 

 

 

１９日（月）家庭配布の予定です。

　通知表の改定に合わせて、今年度は右のような

生徒の「自己評価」を作成しています。前期の学

校生活（学習面、行事・生徒会活動、部活動、そ

の他）を振り返り、自分自身が頑張ったこと、改

善点などを自分で評価を行います。担任は生徒の

自己評価を読んで、肯定的なコメントを付けます。

保護者の皆様も、生徒に向けて励ましの一言を、

ご協力くださいますようお願い申し上げます。
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